「和名類聚抄」緒本の独自異文 -十巻本と二十巻本とを比較して- by 不破 浩子
「
和
名
類
聚
抄
」
緒
本
の
独
自
異
文
-
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
を
比
較
し
て
-
不
破
浩
子
平
安
時
代
(
九
三
五
年
頃
)
源
順
が
撰
述
し
た
漢
和
辞
書
の
『
和
名
類
聚
抄
』
(
以
下
『
和
名
抄
』
と
略
称
す
る
)
は
、
原
本
が
現
存
せ
ず
、
こ
れ
を
撰
述
当
時
の
言
語
資
料
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
多
-
の
手
続
き
を
必
要
と
す
る
。
写
本
に
は
大
別
し
て
二
十
巻
本
と
十
巻
本
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
に
は
現
存
最
古
の
写
本
(
平
安
末
期
頃
か
)
高
山
寺
本
(
巻
六
～
巻
十
の
零
本
)
や
大
東
急
記
念
文
庫
本
、
ま
た
、
古
い
『
和
名
抄
』
を
正
確
に
引
用
し
て
い
る
図
書
寮
本
「
類
聚
名
義
抄
』
(
十
二
世
紀
初
期
写
)
な
ど
の
発
見
に
よ
り
、
『
和
名
抄
」
の
原
型
を
探
る
た
め
の
資
料
は
豊
富
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
r
和
名
抄
』
の
定
本
と
し
て
は
、
元
和
三
(
一
六
1
七
)
年
に
那
波
通
園
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
古
活
字
版
『
倭
名
類
聚
紗
』
や
、
江
戸
極
末
の
考
証
学
者
・
狩
谷
根
粛
(
一
七
七
五
～
一
八
三
五
)
が
作
成
し
、
明
治
十
六
(
一
八
八
三
)
年
に
森
立
之
等
に
よ
っ
て
大
蔵
省
印
刷
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
r
葺
注
倭
名
類
聚
抄
j
(
以
下
『
葺
注
』
と
略
称
す
る
)
が
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に
根
賓
は
、
那
波
通
園
が
行
っ
た
、
所
引
の
典
拠
の
当
代
の
伝
本
に
よ
っ
て
『
和
名
抄
』
の
本
文
の
方
を
改
め
る
と
い
う
校
訂
方
法
に
批
判
的
で
、
写
本
の
現
状
を
尊
重
す
る
と
い
う
立
場
で
、
近
代
的
な
本
文
批
判
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
し
て
高
-
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
根
蘭
が
『
和
名
抄
』
は
多
-
の
漢
籍
の
今
本
よ
り
古
い
正
統
的
な
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
、
『
和
名
抄
』
自
体
の
資
料
的
価
値
の
高
さ
を
正
し
-
認
識
し
て
い
た
た
め
で
、
伝
文
の
正
し
さ
が
中
国
の
類
書
等
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
「
本
文
(
-
)
の
現
状
の
正
当
性
」
の
尊
重
に
お
い
て
限
界
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
葺
注
」
に
は
、
「
恐
ラ
ク
源
君
ノ
膏
二
非
ザ
ラ
ン
」
「
源
君
ノ
見
シ
所
ノ
本
～
ニ
作
リ
シ
ナ
ラ
ン
」
の
よ
う
な
形
で
、
『
和
名
抄
』
の
現
状
と
漢
籍
等
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
あ
り
得
べ
き
正
し
い
本
文
と
の
禾
離
を
合
理
化
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
源
順
の
撰
述
し
た
『
和
名
抄
』
の
〝
正
し
い
原
型
″
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
お
り
、
池
田
亀
鑑
氏
が
述
べ
ら
れ
た
古
(
2
)
典
の
文
献
批
判
の
方
法
論
の
中
の
「
古
典
は
損
傷
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
書
写
は
過
誤
を
免
れ
な
い
」
「
作
者
の
最
初
の
自
筆
稿
本
が
完
全
で
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
っ
た
点
の
認
識
に
不
十
分
な
面
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
辞
書
が
そ
の
時
代
に
生
き
て
い
る
時
は
、
正
確
・
忠
実
な
書
写
よ
り
も
、
む
し
ろ
実
用
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
部
分
を
抄
写
し
た
り
、
新
た
な
情
報
を
補
い
な
が
ら
増
補
・
改
変
さ
れ
て
い
-
も
の
で
、
そ
の
辞
書
が
生
命
力
を
持
っ
て
有
効
に
享
受
さ
れ
て
い
る
時
ほ
ど
、
大
き
-
変
化
す
る
と
言
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
(
人
文
科
学
篇
)
第
3
 
4
巻
第
1
号
一
～
八
(
一
九
九
三
年
七
月
)
不
破
'
浩
子
え
る
。『
和
名
抄
』
に
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
い
う
大
き
-
内
容
の
異
な
る
諸
本
が
存
在
す
る
の
も
、
『
和
名
抄
』
が
成
立
し
て
す
ぐ
に
広
-
世
の
中
に
迎
え
ら
れ
た
、
或
い
は
『
和
名
抄
』
は
世
の
中
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
み
出
さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
原
本
と
は
何
か
を
考
え
て
み
る
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
根
賓
が
本
文
を
定
め
る
に
際
し
て
、
文
字
レ
ベ
o
ル
で
の
基
準
と
方
法
を
示
し
た
の
が
『
校
論
』
と
『
異
健
字
舞
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
諸
写
本
の
多
様
な
字
形
を
い
か
な
る
字
体
と
認
定
し
、
諸
字
体
の
う
ち
、
ど
れ
が
原
本
の
も
の
で
あ
る
か
を
判
断
し
、
ど
の
よ
う
な
字
形
と
し
て
定
本
に
実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
考
察
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
椴
賓
は
、
こ
の
考
証
を
踏
ま
え
、
訂
本
を
作
成
し
て
い
る
。
概
し
て
、
漢
字
一
字
の
字
体
や
万
葉
仮
名
の
字
種
は
、
時
代
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
や
す
-
、
根
賓
の
訂
本
も
源
順
当
時
の
用
字
傾
向
を
伝
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
諸
写
本
の
独
自
異
文
が
写
本
の
系
統
と
類
別
を
反
映
す
る
こ
と
が
あ
る
o
宮
沢
俊
雅
氏
は
、
椴
賓
が
後
世
の
増
補
改
変
が
著
し
-
、
諸
本
中
最
下
と
判
断
し
た
下
線
本
に
、
古
型
を
伝
え
る
側
面
が
あ
る
o
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
下
線
本
の
独
自
異
文
に
図
書
寮
本
『
類
聚
抄
名
義
抄
』
所
引
の
『
和
名
抄
』
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
異
文
を
大
別
す
れ
ば
、
古
型
を
伝
え
る
も
の
と
、
後
世
の
増
補
・
改
変
に
係
る
も
の
が
あ
り
、
原
型
に
近
づ
-
に
は
、
明
ら
か
に
古
型
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
資
料
と
照
合
す
る
こ
と
が
二
有
効
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
古
い
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
場
合
は
、
後
世
の
文
献
に
よ
る
増
補
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
も
の
を
除
外
す
る
、
諸
本
の
異
文
を
比
較
的
に
検
討
し
て
個
人
レ
ベ
ル
の
過
誤
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
っ
た
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
辞
書
に
は
、
語
注
・
音
注
・
字
体
注
記
な
ど
を
簡
潔
・
有
効
に
表
現
す
る
定
型
的
な
形
式
や
専
門
用
語
が
あ
る
が
、
時
代
を
隔
て
た
書
写
者
に
そ
の
機
能
が
理
解
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
誤
解
や
脱
落
を
生
む
原
因
に
も
な
る
。
ま
た
、
写
本
の
時
代
に
お
い
て
は
、
書
写
の
労
力
を
省
-
た
め
に
、
出
典
名
を
略
称
で
記
し
た
り
、
再
出
語
を
「
-
」
と
い
う
記
号
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
次
の
書
写
者
に
正
し
-
理
解
さ
れ
な
い
た
め
に
異
文
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
根
賓
が
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
高
山
寺
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
(
以
下
、
東
急
本
と
略
称
す
る
)
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
椴
賓
の
異
文
処
理
の
方
法
を
対
照
化
し
て
み
た
い
と
思
う
。
諸
本
の
異
文
に
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
系
統
の
別
に
関
わ
る
も
の
と
、
各
系
統
内
に
お
け
る
異
同
と
が
あ
る
。
十
巻
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
孤
立
し
た
異
文
と
、
諸
本
間
で
同
一
箇
所
の
記
述
が
異
な
る
も
の
と
が
あ
る
。
概
し
て
、
曲
直
瀬
本
・
下
線
本
に
は
後
世
の
増
補
に
関
わ
る
孤
立
異
文
が
多
-
、
昌
平
本
は
、
他
の
諸
本
に
も
何
ら
か
の
異
同
の
あ
る
箇
所
、
即
ち
十
巻
本
系
統
の
祖
本
に
陥
葬
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
と
見
ら
れ
る
異
文
が
多
い
。
〇
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
系
統
の
別
に
関
わ
る
異
文
〇
十
巻
本
内
に
お
け
る
異
文
・
諸
本
に
わ
た
る
異
同
・
各
本
の
孤
立
異
文
『
葺
注
』
の
考
証
は
後
者
を
中
心
と
し
て
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
後
者
に
関
連
す
る
範
囲
内
で
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
板
賓
が
、
源
順
の
撰
述
し
た
『
和
名
抄
』
の
原
型
は
十
巻
本
で
あ
る
と
判
断
し
、
十
巻
本
を
底
本
と
し
て
採
択
し
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
。
し
か
し
、
考
証
の
順
序
と
し
て
こ
の
小
考
で
は
、
ま
ず
前
者
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
の
中
か
ら
典
型
的
な
例
を
摘
出
し
、
そ
れ
に
解
釈
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
系
統
の
別
に
関
わ
る
異
文
と
し
て
、
次
の
五
例
を
あ
げ
る
。
な
お
、
二
十
巻
本
の
中
で
も
高
山
寺
本
は
、
東
急
本
・
伊
勢
本
・
元
和
本
と
は
異
な
る
本
文
を
有
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
特
に
区
別
し
て
「
高
山
」
と
省
記
す
る
。
(
)
内
は
、
十
巻
本
に
お
け
る
巻
・
部
類
番
号
・
部
類
内
に
お
け
る
順
序
を
示
す
。
な
お
、
二
十
巻
本
諸
本
に
異
同
の
な
い
時
は
、
「
二
十
」
と
省
記
す
る
。
引
用
に
際
し
、
〔
〕
で
囲
ん
だ
部
分
は
割
注
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
(
1
)
十
櫓
唐
韻
云
櫓
〔
音
魯
。
内
典
云
却
敵
棲
櫓
。
夜
久
良
。
舟
具
作
臆
〕
城
上
守
禦
樺
也
(
三
・
2
 
7
-
7
)
高
山
櫓
唐
韻
云
櫓
〔
音
魯
。
今
案
舟
具
之
-
宜
作
購
。
見
舟
具
。
-
謂
夜
久
良
。
浬
磐
経
云
却
敵
棲
-
等
是
也
。
〕
城
上
守
禦
棲
也
『
和
名
類
聚
抄
』
諸
本
の
独
自
異
文
東
急
櫓
唐
韻
云
〔
魯
反
〕
今
案
舟
櫓
〔
和
名
古
之
〕
頗
見
舟
具
之
讃
〔
夜
久
良
〕
城
上
守
禦
棲
也
『
唐
韻
』
(
唐
・
孫
憶
)
を
典
拠
ビ
す
る
正
文
部
分
は
諸
本
と
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
磨
韻
』
(
北
宋
・
陣
彰
年
)
の
「
櫓
、
城
上
守
禦
。
‥
(
上
十
姥
)
」
に
も
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
諸
本
の
割
注
は
、
次
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
何
「
櫓
」
の
音
注
㈲
「
櫓
」
の
具
体
例
の
和
訓
刷
舟
具
の
牌
こ
の
中
で
、
回
は
諸
本
「
魯
」
と
い
う
直
音
注
で
一
致
し
て
い
る
。
十
巻
本
の
「
内
典
云
却
敵
棲
櫓
」
が
正
文
の
『
唐
韻
』
の
「
樺
」
の
具
体
例
で
あ
る
こ
と
は
、
高
山
寺
本
に
お
け
る
「
是
也
」
と
い
う
注
記
で
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
㈲
は
、
「
榎
は
、
(
城
門
の
上
に
設
け
た
防
禦
設
備
で
あ
る
が
)
例
え
ば
『
淫
楽
経
』
(
内
典
)
に
見
え
る
却
敵
棲
櫓
が
こ
れ
に
あ
た
る
」
と
い
う
意
味
の
注
記
で
あ
る
。
何
の
和
訓
に
つ
い
て
は
、
東
急
本
に
「
膳
見
舟
具
之
讃
〔
夜
久
良
〕
」
と
あ
る
が
、
舟
具
で
は
な
い
の
で
「
舟
具
ノ
讃
」
と
う
い
の
は
お
か
し
い
。
そ
こ
で
、
元
和
本
は
「
讃
」
の
下
の
「
夜
久
長
」
を
末
尾
に
移
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
山
寺
本
に
「
-
謂
夜
久
良
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
急
本
は
「
櫓
」
の
省
略
記
号
「
-
」
を
「
之
」
と
い
う
三
不
破
浩
子
漢
字
に
読
み
誤
っ
た
も
の
と
わ
か
る
。
先
に
述
べ
た
、
省
略
記
号
を
漢
字
と
判
断
し
た
た
め
に
生
じ
た
異
文
の
典
型
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
東
急
本
に
は
「
和
名
古
之
」
と
あ
る
が
、
東
急
本
は
「
櫓
」
字
を
す
べ
て
「
相
」
に
作
っ
て
い
る
。
「
梱
」
は
「
顧
」
の
異
体
字
で
厨
膳
具
の
コ
シ
キ
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
「
櫓
」
「
相
」
の
字
体
の
類
似
に
よ
る
別
語
の
訓
の
尾
大
の
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
観
智
院
本
甲
類
聚
名
義
抄
』
(
以
下
『
名
義
抄
』
と
呼
ぶ
)
の
「
櫓
」
字
に
「
コ
シ
キ
」
の
訓
が
あ
る
の
は
、
『
名
義
抄
』
の
依
拠
し
た
『
和
名
抄
』
に
す
で
に
「
コ
シ
キ
」
の
訓
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
「
舟
具
作
槻
」
は
異
体
字
注
記
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
巻
本
の
本
文
は
そ
の
立
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
高
山
寺
本
に
「
宜
作
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
「
舟
具
の
櫓
は
臓
に
作
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
「
櫓
」
の
譜
が
舟
具
に
も
重
出
し
て
お
り
、
「
櫓
」
と
言
え
ば
当
時
の
常
識
と
し
て
は
舟
具
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
注
記
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
古
之
」
は
、
「
呂
之
贈
、
見
舟
具
(
ロ
の
順
は
、
舟
具
に
見
え
る
)
」
、
或
い
は
「
呂
也
(
ロ
也
)
」
と
い
っ
た
注
記
か
ら
転
じ
た
も
の
で
、
建
造
物
の
「
櫓
」
は
「
ヤ
グ
ラ
」
、
舟
具
の
「
嫡
」
は
「
ロ
」
と
い
う
.
よ
う
に
二
義
を
別
々
の
和
語
で
区
別
し
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
う
考
え
た
時
、
十
巻
本
の
「
舟
具
作
臓
」
は
も
と
も
と
単
な
る
異
体
字
注
記
で
は
な
-
、
必
然
性
の
あ
る
注
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
四
-
る
。
ま
た
、
十
巻
本
は
、
単
に
先
行
す
る
写
本
を
無
反
省
に
「
写
し
た
」
の
で
は
な
-
、
文
義
の
通
り
に
-
い
部
分
を
合
理
的
に
整
理
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
(
2
)
十
・
高
山
棲
閣
四
聾
字
苑
云
今
謂
董
上
構
慶
為
棲
〔
弁
色
立
成
云
太
賀
度
能
〕
野
王
案
閣
〔
音
各
、
今
案
謂
朱
雀
門
為
重
閣
是
〕
重
門
複
道
也
(
三
・
2
 
7
-
8
)
高
山
棲
四
聾
字
苑
云
今
謂
董
上
構
屋
為
-
〔
弁
色
立
成
云
太
加
止
乃
〕
種
名
二
十
棲
弁
色
立
成
云
〔
太
加
止
乃
〕
一
云
〔
和
名
呂
〕
居
虞
部
前
半
の
項
目
配
列
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
(
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
部
類
内
に
お
け
る
順
序
を
示
す
)
十
巻
・
・
4
殿
5
寝
殿
6
堂
7
櫓
8
棲
閣
9
観
1
 
0
董
1
1
廊
高
山
・
・
4
殿
C
s
l
l
l
-
1
1
居
二
十
・
・
4
殿
<
N
"
1
屠
1
2
行
宮
1
3
個
床
E
l
居
5
寝
殿
6
堂
7
院
8
棲
9
櫓
1
 
0
董
梯
1
3
坊
1
4
棲
5
寝
殿
6
堂
7
院
8
棲
9
櫓
1
 
0
重
機
1
3
坊
1
4
助
鋪
十
巻
本
は
「
楼
閣
」
と
い
う
見
出
し
語
を
あ
げ
、
「
棲
」
の
漢
字
に
『
四
聾
字
苑
』
、
「
閣
」
の
漢
字
に
「
野
王
案
」
を
別
箇
に
典
拠
と
し
て
、
前
者
の
注
と
し
て
『
耕
色
立
成
」
の
「
タ
カ
ト
ノ
」
と
い
う
和
訓
を
、
後
者
の
注
と
し
て
「
朱
雀
門
を
重
閣
門
と
い
う
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
正
文
の
二
つ
の
典
拠
は
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
直
前
の
標
出
語
で
あ
る
「
櫓
」
と
同
じ
-
城
門
の
防
衛
設
備
の
意
味
を
持
ち
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
棲
」
の
意
味
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
朱
雀
門
」
に
関
す
る
注
記
は
、
日
本
側
の
実
情
に
即
し
た
補
足
と
考
え
ら
れ
る
。
高
山
寺
本
は
、
「
楼
閣
」
の
中
で
も
日
本
で
通
用
し
て
い
る
「
棲
」
に
関
す
る
典
拠
の
み
を
残
し
て
、
次
に
『
排
色
立
成
』
の
和
訓
を
あ
げ
、
そ
れ
に
続
い
て
具
体
的
な
榎
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
十
巻
本
で
は
、
意
味
が
異
な
る
た
め
に
、
日
本
人
に
は
不
要
で
あ
る
漢
語
と
し
て
の
「
棲
」
の
典
拠
は
削
ら
れ
、
『
桝
色
立
成
』
を
正
文
と
し
て
「
ロ
」
と
い
う
字
音
語
を
加
え
て
、
「
ロ
」
の
園
有
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
二
十
巻
本
で
は
、
標
出
語
の
順
序
を
変
更
し
、
「
棲
」
を
「
殿
」
「
堂
」
「
院
」
等
の
宮
廷
建
造
物
の
次
に
位
置
づ
け
、
各
候
に
宮
廷
の
建
造
物
の
固
有
名
を
あ
げ
、
宮
廷
に
関
す
る
知
識
を
提
供
す
る
一
方
で
、
「
櫓
」
は
後
方
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
で
は
注
記
目
(
5
)
的
が
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
配
列
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
る
。
高
山
寺
本
は
、
そ
の
過
渡
的
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。
(
3
)
十
重
爾
雅
注
云
董
〔
徒
来
反
。
宇
天
奈
〕
横
土
為
之
所
以
観
望
達
也
。
尚
書
注
云
土
高
日
量
有
樹
日
樹
〔
和
名
宇
天
「
和
名
類
聚
抄
』
諸
本
の
独
自
異
文
奈
〕
(
三
・
2
7
-
1
0
)
高
山
董
樹
爾
雅
注
云
董
〔
徒
来
反
。
和
名
〕
横
土
為
之
所
以
観
望
遠
也
。
尚
書
注
云
土
高
自
重
有
樹
日
樹
〔
董
音
徒
来
反
。
音
謝
.
和
名
芋
蔓
奈
〕
下
線
董
爾
雅
注
云
-
〔
徒
来
切
。
和
名
宇
天
奈
〕
横
土
為
之
所
以
観
望
遠
也
?
二
十
重
樹
尚
書
注
云
土
高
日
量
、
屋
有
樹
日
樹
。
上
音
従
来
反
、
下
音
謝
。
〔
和
名
宇
天
奈
〕
「
董
」
は
、
本
来
高
い
基
壇
を
意
味
し
、
戦
国
期
の
王
の
権
威
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
壮
大
な
建
物
を
指
す
。
高
-
土
を
盛
り
上
げ
高
-
建
物
を
築
-
と
い
っ
た
中
国
に
お
け
る
歴
史
上
の
実
情
に
基
づ
い
て
お
り
、
日
本
の
風
俗
と
は
無
縁
の
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
る
和
訓
も
「
董
」
に
対
す
る
漢
文
訓
読
語
、
或
い
は
、
「
た
ま
の
う
て
な
」
と
い
っ
た
定
型
的
な
表
現
の
中
に
用
い
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
問
題
に
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
下
線
本
以
外
の
十
巻
本
は
「
爾
雅
注
』
と
『
尚
書
注
』
を
典
拠
と
し
て
「
ウ
テ
ナ
」
と
い
う
和
語
を
重
出
し
て
い
る
。
『
和
名
抄
』
で
は
、
複
数
の
典
拠
や
語
に
対
す
る
和
訓
が
同
じ
で
、
そ
れ
が
近
接
し
て
現
れ
る
場
合
に
は
「
上
同
」
「
～
与
同
」
と
い
っ
た
形
で
注
す
る
の
が
通
例
で
、
完
全
な
語
形
を
繰
り
返
し
て
掲
げ
る
の
は
こ
の
候
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
何
ら
か
の
特
別
な
理
由
が
存
す
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
不
破
浩
子
お
そ
ら
く
、
も
と
は
、
異
な
る
部
門
に
属
し
て
い
た
二
つ
の
典
拠
を
、
そ
れ
が
重
出
し
て
い
る
故
に
一
つ
に
ま
と
め
た
、
或
い
は
写
本
に
よ
っ
て
典
拠
に
詳
略
が
あ
り
、
詳
し
い
注
記
内
容
を
持
つ
異
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
、
と
い
う
い
ず
れ
か
の
理
由
に
基
づ
-
も
の
で
あ
ろ
う
。
下
線
本
で
は
『
爾
雅
注
』
の
み
、
二
十
巻
本
で
は
『
尚
書
注
』
の
み
が
典
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
後
者
の
考
え
方
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
高
山
寺
本
で
、
『
爾
雅
注
』
に
対
す
る
割
注
に
「
和
名
」
と
い
う
冠
称
の
み
が
あ
っ
て
、
他
本
に
存
す
る
「
宇
天
奈
」
と
い
う
和
訓
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
高
山
寺
本
の
書
写
者
が
、
訓
の
重
出
を
整
理
し
ょ
う
と
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
、
写
本
に
よ
る
典
拠
の
異
同
の
要
因
と
し
て
、
原
本
に
数
多
い
典
拠
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
日
本
に
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
場
合
、
同
定
す
べ
き
適
当
な
語
が
な
い
た
め
に
記
述
が
大
幅
に
省
略
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
状
況
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
原
本
に
は
、
仏
具
な
ど
の
項
目
に
も
「
董
」
が
標
出
さ
れ
て
い
た
が
、
改
編
を
重
ね
て
い
-
う
ち
に
重
出
す
る
項
目
が
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。
(
4
)
十
・
高
山
亭
樺
名
云
亭
〔
音
停
、
弁
色
立
成
云
客
亭
、
阿
波
艮
夜
。
亭
子
遊
息
虞
小
屋
也
〕
入
所
停
集
也
(
三
-
ァ
)
前
田
亭
樺
名
云
-
〔
音
停
、
弁
色
立
成
云
客
-
 
、
阿
波
良
夜
。
遊
六
子
息
処
小
屋
也
〕
入
所
停
集
也
下
線
亭
釈
名
云
-
〔
音
停
、
坪
色
立
成
云
客
事
、
和
名
阿
波
艮
夜
。
子
者
遊
息
之
処
小
屋
也
〕
入
所
停
集
也
〔
和
名
一
云
末
良
比
度
夜
〕
二
十
亭
樺
名
云
事
、
入
所
停
集
也
〔
和
名
、
阿
波
艮
〕
一
云
〔
阿
波
良
夜
〕
諸
本
と
も
、
正
文
の
『
樺
名
』
の
引
用
は
一
致
し
て
い
る
が
、
割
注
部
分
に
異
同
が
多
い
。
例
え
ば
、
前
田
本
(
伊
勢
本
、
曲
直
瀬
本
も
同
じ
)
は
、
「
遊
子
息
虞
小
屋
也
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
亭
子
遊
息
・
・
」
の
「
子
」
字
を
「
遊
子
(
タ
ビ
ビ
ト
)
」
と
解
し
た
た
め
に
、
割
注
全
体
を
「
客
亭
」
の
一
語
の
注
と
見
て
、
「
客
事
は
、
ア
バ
ラ
、
遊
子
の
休
む
虞
の
小
屋
で
あ
る
」
と
注
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
高
山
寺
本
は
「
-
子
者
、
遊
息
虞
小
屋
也
」
と
し
、
下
線
本
の
「
子
者
、
遊
息
之
虞
小
屋
也
」
は
、
「
亭
」
字
の
省
略
記
号
で
あ
る
「
-
」
を
脱
し
た
も
の
で
、
こ
の
割
注
は
「
客
亭
-
ア
バ
ラ
」
「
亭
子
=
遊
息
す
る
虞
の
小
屋
」
と
い
う
二
種
類
か
ら
な
る
。
「
客
亭
」
を
ア
バ
ラ
と
訓
ず
る
事
は
、
現
存
最
古
(
九
世
紀
極
末
成
立
)
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
客
事
、
元
壁
之
屋
也
。
客
人
屋
。
阿
波
艮
(
天
治
本
・
l
二
)
」
と
見
え
、
康
平
元
(
一
〇
五
八
)
年
「
東
大
寺
修
理
所
修
理
記
」
に
も
、
連
子
を
有
す
る
鹿
屋
を
「
阿
波
艮
」
「
阿
亭
鹿
屋
」
「
亭
鹿
屋
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
証
明
で
き
る
。
東
急
本
の
「
一
云
」
は
、
宮
o
沢
俊
雅
氏
に
よ
れ
ば
、
十
巻
本
の
典
拠
の
省
記
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
一
云
阿
波
良
也
」
は
、
十
巻
本
の
「
弁
色
立
成
云
客
事
、
阿
波
良
夜
」
に
対
応
し
て
い
る
。
す
る
と
、
「
和
名
阿
波
艮
」
は
、
「
亭
子
(
=
遊
息
虞
小
屋
」
に
対
す
る
和
訓
で
あ
っ
た
可
能
性
も
強
い
。
ま
た
、
下
線
本
の
「
未
艮
比
度
夜
」
の
訓
は
、
「
新
撰
字
鏡
』
の
「
客
亭
」
の
注
「
客
人
屋
」
に
適
合
し
、
「
客
居
(
『
今
昔
物
語
』
)
」
「
ま
ら
う
と
ゐ
(
『
枕
冊
子
』
三
一
五
、
『
源
氏
物
語
』
早
蕨
)
」
等
の
用
例
が
あ
る
事
か
ら
見
て
も
、
時
代
的
に
は
不
合
理
で
な
い
こ
と
は
、
根
賓
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
(
5
)
十
・
高
山
家
〔
附
第
宅
〕
四
聾
字
苑
云
家
〔
音
嘉
、
和
名
興
宅
同
〕
入
所
居
虞
。
漢
書
音
義
云
宅
有
甲
乙
次
第
、
故
日
第
宅(
三
o
d
C
M
/
二
十
家
〔
附
第
宅
〕
四
聾
字
苑
云
家
嘉
反
〔
和
名
伊
閉
〕
入
所
居
也
。
一
云
宅
〔
降
訓
上
同
〕
有
甲
乙
次
第
、
故
日
第
宅
也
和
訓
に
つ
い
て
、
「
和
名
伊
閉
」
の
あ
る
二
十
巻
本
と
、
十
巻
本
と
に
大
別
で
き
る
。
「
和
名
与
宅
同
」
「
訓
上
同
」
と
も
に
「
宅
」
が
「
家
」
と
同
じ
和
語
に
あ
た
る
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
る
。
旧
本
(
『
葺
注
』
の
底
本
で
あ
る
京
本
系
の
本
)
・
曲
直
瀬
本
に
お
い
て
「
和
名
」
の
冠
称
が
無
い
の
は
旧
本
系
の
諸
本
が
「
和
名
」
と
い
う
冠
称
を
省
記
す
る
性
格
を
持
つ
た
め
で
あ
り
、
二
十
巻
本
の
「
降
」
字
は
「
津
」
「
揮
」
と
い
っ
た
字
を
誤
読
し
た
も
の
で
、
本
『
和
名
類
聚
抄
』
諸
本
の
独
自
異
文
来
は
「
宅
」
の
音
注
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
本
候
は
、
寺
社
・
官
庁
・
宮
殿
と
い
っ
た
公
的
建
造
物
で
は
な
-
、
私
的
な
住
宅
、
就
中
貴
族
の
邸
宅
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
特
に
貴
族
の
甲
邸
(
大
那
宅
)
を
表
す
べ
き
和
語
が
無
い
の
で
「
家
と
同
訓
」
と
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
の
が
「
和
名
興
宅
同
」
と
い
う
注
の
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
「
イ
へ
」
は
、
上
代
に
お
い
て
は
純
粋
に
住
宅
建
造
物
を
表
す
語
で
は
(
7
)
な
-
、
家
族
を
含
め
た
抽
象
的
な
ス
マ
ヒ
と
い
う
概
念
を
指
す
の
で
、
こ
こ
に
「
イ
ヘ
」
の
訓
を
当
て
る
の
は
上
代
語
の
語
義
に
は
合
わ
な
い
が
、
「
宅
」
字
に
つ
い
て
、
「
～
与
同
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
で
は
「
家
」
字
の
方
に
具
体
的
な
和
訓
が
掲
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
以
上
、
高
山
寺
本
、
東
急
本
を
視
野
に
入
れ
て
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
系
統
の
別
に
関
わ
る
異
文
の
う
ち
五
項
を
摘
出
し
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
写
本
に
よ
り
、
多
-
の
異
文
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
異
文
は
、
単
に
漢
字
の
類
似
(
省
略
記
号
を
文
字
に
見
誤
る
)
に
よ
る
と
い
う
単
純
な
も
の
も
存
在
し
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
大
多
数
は
、
書
写
者
の
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
-
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
意
図
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
、
単
に
辞
書
発
達
史
上
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
に
も
拡
大
す
る
問
題
解
明
の
ヒ
ン
ト
を
内
蔵
し
て
い
る
と
言
え
る
。
十
巻
本
の
原
型
を
考
え
る
上
で
も
、
二
十
巻
本
の
本
文
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
板
賓
が
こ
れ
ら
の
異
文
を
い
か
に
解
釈
し
、
取
捨
選
択
し
て
、
『
和
名
抄
』
七
不
破
・
浩
子
成
立
期
の
「
原
本
」
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
に
十
巻
本
内
の
異
文
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
八
注
(
-
)
梅
谷
文
夫
「
椴
蘭
雑
記
、
其
二
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
i
o
v
o
o
c
m
)
(
2
)
池
田
亀
鑑
『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』
H
O
l
'
t
H
(
3
)
拙
稿
「
F
和
名
類
聚
抄
』
の
訂
本
に
つ
い
て
-
異
体
字
を
め
ぐ
っ
て
-
」
r
H
O
V
O
O
M
(
4
)
宮
沢
俊
雅
『
倭
名
類
聚
抄
・
天
文
本
』
(
東
京
大
学
国
語
研
究
資
料
叢
書
)
i
-
i
<
y
>
o
o
t
-
(
5
)
蔵
中
進
「
『
和
名
類
聚
抄
』
の
語
乗
と
配
列
」
(
『
谷
山
茂
教
授
退
職
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
1
C
3
1
C
-
。
<
I
)
(
6
)
宮
沢
俊
雅
「
r
和
名
類
聚
抄
』
の
和
訓
に
つ
い
て
」
統
幕
(
『
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』
)
(
7
)
木
村
徳
国
『
古
代
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
』
t
-
{
c
T
s
t
T
-
O
i
小
稿
は
、
遠
藤
邦
基
先
生
、
松
尾
艮
樹
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
研
究
会
の
成
果
を
も
と
に
し
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
遠
藤
邦
基
先
生
に
は
、
成
稿
に
至
る
ま
で
御
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
十
九
九
三
・
四
・
二
〇
